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３月６日(金)、 

第 78回天栄中学校 

卒業証書授与式を行 

い、161名の３年生 

が卒業していきまし 

た。本当におめでと 

うございます。 

これまで３年間、 

ともに学んできたな 

かまと別々の進路を 

歩むことになる寂し 

さや新しい環境への 

少しの不安もあると思います。しかしながら新たなステージに立つ期待感や高揚感、新たな出会

いへのワクワク感を持ちながらの希望に満ち溢れている姿も同時に見られました。職員一同で

「これからもがんばって！」とエールを送りたいと思います。中学校で育んできたつながりを大

切にしつつ、今後も歩みを続けて行くことを影ながら応援したいと思います。 

３年生が卒業して数日が経ちますが、１･２年生だけの中学校は少し寂しい感じがします。でも

前を向いて、これまでと変わらず、なかまとのつながりを大切にしていくとともに、残り 2週間

ほどの間、新たななかまを受け入れる準備をしっかりしていきましょう。 

本館昇降口には、３年生から１､２年生への励ましのメッセージが貼ってあります。 

１､２年生は、先輩方の各メッセージをしっかり受け止め、自分ができることを考え、天栄中学

校を盛り上げていってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天栄中だより 
鈴鹿市立天栄中学校 
510-0258 鈴鹿市秋永町 1839 

Tel 059-386-0444 Fax 059-386-0445 

校長 山中 喜宏 



天栄中だより第 3８号                            令和８年３月 13日(金) 

学校 HP http://www.edu.city.suzuka.mie.jp/tenei-j 

 
 

３月 11日(水)、15年前のこの日、 

東日本大震災が起こりました。鈴鹿市 

立小中学校では、毎年この日に、防災 

訓練や防災学習を行っています。 

今年は、教室内で地震が起きた時の 

一次避難の訓練と通学途中の危険箇所 

を確認して、避難マップを作成しまし 

た。事前に自分の通学路の危険箇所を 

確認したうえで、「もし地震が起きた時」 

「もし水害が起きた時」を想定して、 

自分の身を守るためにどのような行動 

をとるのかをマップに落とし込みました。 

鈴鹿市の避難場所として「収容避難所」、「福祉避難所」「緊急避難所」「避難地」「津波避難ビ

ル」があります。通学途中であれば、災害が起こった時に一番近い「各避難所」や「避難地」「津

波避難ビル」に自ら判断して一時的に避難することもあるかと思います。しかしながら、災害の

種類によっては、利用できない避難所や避難地もあるため、鈴鹿市のホームページなどを見て事

前に確認をしておくといいと思います。 

この機会に鈴鹿市のホームページで公開されている避難場所一覧表で確認しておくことをお勧

めします。また、災害が起こった時の避難場所や連絡方法の確認、防災グッズの点検等、万が一

に備えるための話を家族でしておくといいと思います。 

なお、鈴鹿市の避難場所を確認できるページの URLは次の通りです。 

 

 
 
 

 

 先日、地域の方から、「公民館のガラスと時計カバーの破損がありました。ゴミ（ペットボトル 

など）の散乱も見受けられる。投石をしている子も見かけ、投げた石が道路に散乱していること

もあった。公民館前の広場で小中学生が良く遊んでいることがあるので、遊び方や使い方のマナ

ーについて指導をお願いしたい。」と申し入れがありました。 

 誰が壊したのかは分からないのですが、中学校全体で指導をさせていただきました。少なくと

も生徒たちには、公園など、みんなが使う場所（公共の場）を使う時のマナーは身に付けてほし

いと考えています。 

学校でも日ごろから指導はさせていただいておりますが、もし、生徒が地域の公園等の公共の

場で、危険な遊びをしていたり、お家からお菓子やペットボトルを持参して飲食し、ゴミをその

まま置いていったりするなどの場面を見かけた場合には、「危ないよ～」 

「ゴミは持ち帰るんだよ～」等、その場で大人からのお声がけをいただ 

ければ幸いです。 

 公園や公民館内の広場など、みんなが集う場所（公共の場）だからこそ、 

一人ひとりが自覚を持って、より安全に、よりきれいに使っていけると子 

どもだけでなく大人も安心して遊べる・集える場所になると考えます。公 

共の場は、そんな場所であって欲しいなぁとも思っています。  

地域の方々におかれましても、小学生、中学生等関係なく子どもを見かけましたら、ひと声か

けていただくなど、ご協力いただければ幸いです。 

防災学習を行いました 

みんなが使うところだからこそ、丁寧に使おう！ 


